「コインは円形である」　ワークシート
私たちは、コインを丸いものと見なしている
百円玉、十円玉などと言う「丸い」とか「玉」と言っても正確には円盤形のことだと、誰でも承知している。


コインが自然に安定しやすい姿勢で置かれているとき、人間の視線の自然な角度から見ると、丸い
そこで、私たちは、コインは円形だ　という文を承認する。





水平方向からながめれば、あきらかに、薄い長方形に見えるはずだ。短い棒状に見えるはずだ。
ものはためしに、コインは長方形だ　という文を口に出して言ってみると、
なぜか、まことに異様な発言をしているような気がする。







私たちは日常…コインの《円形の面》からのつきあいのほうが、《長方形の面》からの接触よりひんぱんだ。
でも、論理的に、ふたつの面は同格だ





現代人の私たちにとっては、コインを薄い長方形として認識するべき機会は多い

駅でキップを買うときも、たばこを買うときも、
私たちは自動販売機の、薄い長方形の穴ヘコインを入れる。

百円玉は円形だ　　　⇔　　　百円玉は長方形だ　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
どちらもB省略的で、どちらも一面的である。

論理的かつA実証的な構成ほとんどひとしい。



体験による事実によって


百円玉は円形だ　　　＞　　　　百円玉は長方形だ　　　　

後者の発言は（したがって後者の認識は）前者より頻度が低いだけである。






私たちの日常のまなざしは、
いつもある視点からある光景を見る。





人間の認識一般は、ある立場からの有限のアプローチである。
その有限性は、たいてい、言語表現に反映してあらわれる。





ある位置にあぐらをかいたまま、腕を組んで眺めているだけでは、
ものの真相はよく見えない。




自分の認識が有限でＣ一面的だと、いつも承知している人は、
やがてＤ実験的に自分の視点を変え、多様なアプローチをこころみることになる。






　
「コインは長方形である」という認識は、奇妙だけれど決してうそではないということに気づく。



そこに気づくことのできない硬化した精神が自動販売機を設計すると、
Ｅ丸い穴をあけてしまうことになる……。








人間は、コインのように手のひらの上でころがしてみたり、自由にいじくりまわすことのできる対象ばかりを相手にして生きているのではない。

生きている人間や、手でさわることのできない抽象的存在などをも相手にして生きている
彼等が舟を捨てて一度 (ひとた)び此 (この)門を通過するや否 (いな)や娑婆 (しゃば)の太陽は再び彼等を照らさなかつた。







……というこの文は、倫敦(ロンドン)塔を見物に行った漱石が、逆賊門 (ぎゃくぞくもん)という恐ろしい名前の門について語っている部分である。
罪人たちはテームズ川を舟で護送され、そこへつれてこられる。
その門から中へはいったら最後、罪人たちは《　Ｆ死ぬまで閉じこめられている　》のだった。








しかし漱石はそう書かなかった。
かわりに、「　Ｇ娑婆の太陽は再び彼等を照さなかつた　」……と、書いた。
かりにこの部分を、「彼等は死ぬまで幽閉されていた」と書いたとしても、そこに言及されている事態はひとしい……と言えそうである。言語表現の意味はまるでちがう。
事実はおなじことだ……と言えそうだ。しかし、言語表現の意味はまるでちがう。


　

　

おなじひとつの事実を、きわめてことなることばで（したがって、ことなる意味によって）言いあらわすことができる。視点がちがう。
レトリックの用語→この漱石の文は《転 (てん)喩 (ゆ)》あるいは《メタレプシス》という表現技法



　ものごとの、先行する局面を表現するかわりに後続する局面を表現する、あるいはその逆という表現方法
死ぬまで幽閉がつづく→娑婆の太陽は再び彼等を照さなかつた



（わかりやすい転喩

レトリックはことば巧みに人をたぶらかす術である……という困ったレトリック観がある。
認識が有限でＣ一面的・言語表現にも反映




本来のレトリックとは私たちのａ認識と言語表現の避けがたい一面性を自覚し
もっと別の視点に立てばもっと別の展望がありうるのではないか
と探求する努力のことでもある。創造力と想像力のいとなみである。

私たちは、ものごとをあるひとつの視点から認識することになりがちで、それにともなって、言語表現も一面的になりがちなこと。

レトリックとはさまざまな想像力を働かせること

「りんごが地面へ落ちた」

《りんごに向かって地面が突進してきた》
《りんごと地面はたがいに引きつけ合っている》　　　　　　　　　　　　　　

レトリックとはそのように多角的に考え、かつ、多角的なことばによって表現してみること

ｂレトリックは発見的認識への努力に近い。
ひとつの事実についてことなる視野を獲得することによって、
さまざまにことなる表現を工夫することができるということ


今日、価値の多様化ということがしばしば問題になる。それは、ものの見かたの多様性という問題でもある。




[bookmark: _Hlk65596807]　肝心なのは《　Ｈ　》だ、と言ってもいい。ただし、《　Ｈ　》を、心情的なものとばかり考えてはまずい。もっと認識的な《　Ｈ　》である。つまり、相手の立場、別の視点に立ってみればどんなぐあいにものが見えるか、ということを思いえがいてみる能力としての　《　Ｈ　》である。
思いやり




レトリック感覚は、
発見的な認識には欠くことができない上に、人をだますためどころか、人をできるだけよく理解するためにこそ必要

視点の相違は、個人のあいだにのみあるのではない。
ことなる文化圏のあいだには、いわば集団的なものの見かたのずれがある。
それぞれの個人も、それぞれの文化も、暗黙のうちに、自分の慣れしたしんでいる視点からのみ、ものを見ようとする。
そして、自分の見かたこそ標準なのだ、と思い込みやすい。

新しい視野を獲得するためにも、
また、習慣のわくを越えた相互理解のためにも、
こんにちほどレトリック感覚の必要とされるときはかつてなかったようである。

　Ⅰ　ものごとの認識については、正しいか正しくないかという区別はなく、ただ、そうした認識の仕方に慣れているか慣れていないかの差があるだけである。✖
　Ⅱ　レトリック感覚が発達していない人は、自分の立場に固執してしまいがちなので、自分とはことなる立場からものごとを見ることができなくなりがちである。
　Ⅲ　相手の立場を考えることのできる想像力をじゅうぶんに備えていれば、相手のレトリックが理解できるようになるまでに、時間はそれほどかからない。
　Ⅳ　私たちの認識の仕方は、いつもあるひとつの視点に限定されてしまいがちなので、言語表現だけでも多様になるようにこころがけなければならない。✖
　Ⅴ　私たちは、ものごとのひんぱんに接している面だけを、その本質だと思い込みたがるが、意識的に別の視点から見るためには、レトリック感覚が必要となってくる。















